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新型コロナウイルス感染症経済対応方針（参考資料）

１ これまでの経過

日 付 国の対応 県内の 県の対応

感染状況

１月３０日 ・新型コロナウイルス感染症対

策本部を設置

２月 ３日 ・第１回新型コロナウイルス感染症対策

本部会議の開催

２月２５日 ・新型コロナウイルス感染症対

策の基本方針を発表

２月２８日 ・内閣総理大臣が小中高等学校 ・県内の小中高等学校等における一斉臨

等における全国一斉臨時休業 時休業（３／２～）の通知を発出

を要請

３月 ３日 ・第２回本部会議の開催（県の主催する

イベント等に関する対応方針等を決定）

３月 ４日 １例目 ・第３回本部会議の開催（１例目の発生

に伴う対応方針等を決定）

３月１３日 ・新型インフルエンザ等対策特 ・第４回本部会議の開催

別措置法を改正 ・知事メッセージ発出（手洗い、咳エチ

ケット、３密を避けるの要請、「みん

なで宮崎を元気にする行動プラン」）

３月２３日 ・第５回本部会議の開催

３月２６日 ・特措法に基づく新型コロナウ ・第６回本部会議の開催

イルス感染症対策本部を設置 ・県立学校の教育活動再開（４／１～）

通知

３月２７日 ・令和２年３月専決補正予算

４月 ２日 ・知事メッセージ発出（４月を「感染症

拡大防止月間」と位置づけ、東京や大

阪など感染拡大地域への不要不急の往

来自粛等を要請）

４月 ６日 ※ ・第１回新型コロナウイルス感染症対策

１１例目 協議会の開催

４月 ７日 ・「緊急事態宣言」を７都府県 １２例目 ・知事メッセージ発出（緊急事態宣言の

に発令 対象地域への往来自粛、対象地域滞在

・「新型コロナウイルス感染症 者に外出自粛、毎日の検温測定等要

緊急経済対策」を決定 請）

４月 ８日 １３～ ・第７回本部会議の開催

１６例目 ・新型コロナウイルス感染症対策調整本

部事務局を設置

４月１１日 ・宣言対象外の道府県に対し、 １７例目 ・知事メッセージ発出（繁華街の接客を

外出自粛を要請（本県含む） 伴う飲食店等への外出自粛を要請）

資料３
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４月１６日 ・特措法に基づく「緊急事態宣

言」の対象拡大を発表

４月１７日 ・第８回本部会議の開催

・知事メッセージ発出（緊急事態宣言を

受けた県外との往来や外出の自粛、県

立学校の臨時休業(４／２１～)、「み

んなで宮崎を元気にする行動プラン」

改定等）

４月２４日 ・遊技、遊興施設に対して４月２５日か

ら５月６日までの休業を要請

・第２回新型コロナウイルス感染症対策

協議会の開催

４月３０日 ・第９回本部会議の開催

・知事メッセージ発出（休業要請、地域

経済対策等）

・令和２年４月補正予算

５月 ４日 ・第１０回本部会議の開催

５月１１日 ・休業要請を解除し、「強い警戒態勢」

へ移行

５月１４日 ・本県含む３９県の緊急事態宣 ・第１１回本部会議の開催

言解除 ・第１回新型コロナウイルス感染症緊急

経済対策本部会議の開催（経済対応方

針骨子の決定）

・知事メッセージ発出（緊急事態宣言解

除の考え方、新しい生活様式、経済対

策等）

・本県、県議会、市町村等の地方６団体

連名で、関係省庁等に経済対策への支

援等を要望。

５月１５日 ・経済雇用対策WG会議
（16経済団体、25市町村）

・令和２年５月専決補正予算

５月１９日 ・「新型コロナ宮崎復興応援寄附金」

募集開始

５月２６日 ・全都道府県での緊急事態宣 ・第１２回本部会議の開催

言解除 ・知事メッセージ発出（５／２７）

※３月１７日から４月５日までに２例目から１０例目までを確認
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２ 相談・検査体制及び医療提供体制の整備

（１）相談・検査体制

・２月５日に「帰国者・接触者相談センター」と同外来を設置。（２月２１日からは

２４時間体制）

・県衛生環境研究所及び宮崎市保健所においてＰＣＲ検査を実施。

１日当たりの検査可能数

２４件 → ７２件 → ９６件 → １２０件 → １６８件

・上記に加え、都城市郡医師会において保険診療による検査を開始（６月１日から）

１日当たりの検査可能数 最大１４件

相談件数 検査件数

計 一般相談 帰国者・接触者相談センター

１７，７１８ ４，１５１ １３，５６７ １，３６２ ※５月２６日集計

（２）医療提供体制

・病床の確保など必要な医療体制について協議する「宮崎県新型コロナウイルス感染

症対策協議会」及び同調整本部を設置し、協議。

・感染症指定医療機関（７病院３１床）に加え、協力医療機関における患者受入病床

２０４床、軽症者等の宿泊療養に対応する宿泊施設２００室を確保。

３ 感染防止のための措置

（１）県民への自粛要請

[趣旨：県の対応方針（３月２３日）]

・感染者の濃厚接触者に対して、１４日間の健康観察の実施及び外出自粛

・全国から人の集まるイベント等は、県内全域で原則、開催制限

[主な内容]

４月 ２日 東京や大阪など感染拡大地域への不要不急の往来自粛等の要請

４月 ７日 緊急事態宣言の対象地域への往来自粛

４月１１日 繁華街の接客を伴う飲食店等への外出自粛の要請

４月１７日 緊急事態宣言を受けた県外との往来や外出の自粛

５月 ７日 ・不要不急の帰省や旅行など、県境をまたぐ移動の極力自粛（特に、特

定警戒都道府県への滞在は避ける）

・幅広い外出自粛は解除

・感染拡大を予防する新しい生活様式等を徹底

５月２６日 県外往来自粛を解除（６／１から）

（５都道県及び感染流行地域の往来は慎重に）

（２）イベントの中止・延期等

（当初開催予定日）

３月２７～２９日 第８回アクサレディスゴルフトーナメント inMIYAZAKI
４月２６～２７日 東京２０２０オリンピック聖火リレー

５月４日 第３１回ゴールデンゲームズ inのべおか
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５月３０日～６月７日 第４７回県高校総合体育大会

４月２９日～５月１７日 第２５回宮崎国際音楽祭

（３）学校等の休業

[県立] ３月 ２日～春休み前日

４月２１日～５月２４日

※５月１１日より登校日を設け、分散登校・時差登校を実施

※５月２５日から完全再開

[市町村立] ３月 ２日～３月２６日（各市町村により一部日程が異なる）

４月２１日～５月２４日（各市町村により一部日程が異なる）

※宮崎市は４月７日午後～４月２０日、国富町は４月８日～４月２０日、

日南市は４月９日～４月２３日も臨時休業を実施

※５月１１日より登校日を設け、分散登校・時差登校を実施

（４）ゴールデンウィーク（ＧＷ）以降の主な対策

① 県境を越えた往来の自粛要請

ア）県民に対する要請

不要不急の帰省や旅行など、県をまたいだ移動を避ける。（特にＧＷ期間中は

往来自粛を徹底）

イ）県外に対する要請

帰省・出張や旅行（特にＧＷ期間中）などの来県を自粛。やむを得ず来県され

た場合、感染拡大防止対策（帰県後２週間の外出自粛、マスク着用・毎日の体温

測定等）を徹底。

※水際対策として、４月２９日から空港にてサーモグラフィーによる検温及び発熱

者への呼び掛けを開始

② 交通機関の利用状況

ア）航空（５月１８日現在）

国内線は、３月以降、５月３１日までに４，３３５便が減便、又は減便を決定。

１日では最大で約７５％の減便（５０往復→１２往復）。また、４月の利用者数

は、対前年比▲８８．９％。

国際便は、３月以降６月３０日まで全ての便が運航を停止。

イ）鉄道

ＧＷ期間（４/２６～５/６）中は、本県内における特急列車の約５５％（７８
０本中４２９本）が運休。（５/２～５/６は、全ての在来線特急列車を運休。）
利用人員数ベースでは、南延岡～宮崎で前年比▲８４％、宮崎～都城で前年比

▲９０％。

ウ）高速バス

福岡、熊本、鹿児島、延岡、高千穂、大分、新八代、長崎を結ぶそれぞれの路

線で５月３１日までの間、減便や全便運休を実施。（宮交高速バスは、ＧＷ期間

中においては、１６４便中７８便の減便）

利用者数ベースでは、４月全体では前年同期比▲８０％。

エ）路線バス
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利用者数は、４月全体では前年同期比▲５０％。５月１日以降においても、平

日７９便、土曜９８便、日曜９０便の減便。

オ）貸切バス

バス協会加盟２８社の３月の稼働率は６％にとどまっており、４月以降もキャ

ンセルが多く見られる。

カ）フェリー

旅客について、ＧＷの利用者数は前年比▲９８％。

キ）高速道路

ＧＷ期間中の車両通行数は、東九州道（高鍋・西都間）前年比▲６８％、宮崎

道（田野・清武間）前年比▲６７％。

③ 来県の目的となり得る施設等の休業（ＧＷ期間）

・サーフィン客対策として、車両進入禁止

（県外からのサーフィンを目的とした来県を自粛するよう、ホームページで周知）

・えびの高原や青島等、県内主要観光施設の駐車場の閉鎖 等

④ 宿泊施設の状況

多くの宿泊施設でＧＷ期間中の休業を実施。新型コロナウイルスの影響によるキ

ャンセル人数は、５月２０日時点で３４８，６３７人にのぼっている。

⑤ 観光地等の状況

ゴールデンウイーク中の閉園施設が多かったが、開園していた施設も多くの施設

で入込客数が前年比９０％以上減少するなど、大きく落ち込んだ。

４ 現在の県内の感染状況

本県では４月１１日に１７例目の感染が確認されて以降、新たな感染者の発生はない。

感染者ゼロの岩手県を除くと、この期間は全国で最長である（５月２７日現在）。


